
☆天文の基礎知識 一閏年が4年に1回あるのはなぜかへ

今年は2月が2 9日まである閏年です。ふつう、

閏年は4年に1回設けていますが、そのわけは次

の通りです。

例えば、 3月1日の午前0時に(ア)のところ

にいた地球は、約1年(365日)で、太陽の周

りを回って次の年の2月28日の午後1 2時には、

もとの位置近くの(イ)のあたりまできます。

しかし、正確にもとの位置までくるにはあと約

6時間かかります。だからといって、 2月28日

の次に6時間しかない日をつくることができない

ので、約6時間早く3月1日にしてしまいます。

そうしていくと、 2年目には約12時間、 3年目には約18時間、そして4年目には約24時間くり

上げなければいけなくなります。しかし、 4年目にはくり上げないで、 2月28日の次に2月29日、

つまり間口を設けているのです。,

ただ、 l年間のズレが正確には6時間より少し少ないので、いつも4年ごとに閏日を設けていくと関

目が多すぎることになります。そこで、 400年の間に3回、開田を省くことにしています。

★星空ウオッチング

《カシオペヤ座・北斗七星と北極星をさがそう》

4年生の理科の教科書に「星の動き方」や「カシオペヤ座や北斗七星を使った北極星の見つけ方」が

出てきますが、 2月へ3月が両方の星

の並びが見えてちょうど良い毒薪です

ので、ぜひさがして見てください。右

の図は、 2月15日午後7時30分こ

ろの北の空のようすです。

2時間くらいたつとそれぞれ○まる

の位置までずれて見えます。これは、

1ヶ月後の3月15日の午後7時30

分ころの位置とだいたい同じです。北

極星をさがすには、カシオペヤ座と北

斗七星から点線のようにさがし、見つ

けた北極星の婁拝が北になります。

2月15日19: 30ころの北の空と北極星の見つけ方

(○の星は約2時間後か、 3月15日同時刻の位置)
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